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１ 見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

再生紙を使用しています。紙へリサイクルでき
ますので、雑誌として分別してください。

　
今
月
号
の
表
紙
は
、
収
穫
の
時
期
を
迎

え
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
泉
区
根
白
石
の

田
園
風
景
で
す
。
今
回
は
、
根
白
石
周
辺

の
歴
史
や
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲（写真右）地元の米やグルメを味わえるIZUMI
コメフェス。今年は10月25日㈯開催（写真左）地
元野菜の販売などが行われる根白石おもしろ市

▲広大な田園風景と泉ヶ岳

田
畑
と
歴
史
が
織
り
成
す
風
景

　
泉
区
根
白
石
周
辺
に
は
、
広
大
な
田
畑
と

自
然
豊
か
な
里
山
が
広
が
り
、
四
季
折
々
の

表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
中
で
も
、
稲
穂

が
黄
金
色
に
染
ま
る
秋
の
景
色
は
、
日
本
の

原
風
景
を
思
わ
せ
る
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
古
く
か
ら
泉
ヶ
岳
の
湧
き
水
に
恵
ま
れ
る

根
白
石
で
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
は
稲
作

が
可
能
な
平
坦
地
が
整
備
さ
れ
、
農
業
地
域

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
達

政
宗
公
の
祖
母
・
栽さ

い
松し
ょ
う

院い
ん
の
墓
所
が
あ
る
白

石
城
跡
を
は
じ
め
、
政
宗
公
な
ど
の
位い

牌は
い

が

あ
る
満
興
寺
や
仙
台
藩
二
代
藩
主
・
伊
達
忠

宗
公
の
位
牌
が
あ
る
大
満
寺
な
ど
、
伊
達
家

ゆ
か
り
の
史
跡
が
多
く
残
る
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。
明
治
22
年
に
、
朴
沢
村
な
ど
6
つ
の

村
が
合
併
し
て
泉い

ず
み

嶽だ
け

村
が
誕
生
し
、
明
治
30

年
に
根
白
石
村
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
地
域
に
は
、
市
内
で
唯
一
現
存
す
る
木
造

校
舎
の
根
白
石
小
学
校
も
あ
り
、
豊
か
な
自

然
と
長
い
歴
史
が
織
り
成
す
風
景
が
今
も
な

お
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲昭和５年に村の約２年分の歳費
をかけて建築された根白石小学校。
現在も大切に使われており、地域
の方々の誇りとなっています

根
白
石
に
息
づ
く
農
業
と
文
化

　
根
白
石
で
は
、
今
も
農
業
が
地
域
の
暮
ら

し
の
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
米
や
キ
ュ
ウ
リ
、

シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
栽
培
の
ほ
か
、
乳
牛
や
肉

牛
の
飼
育
も
盛
ん
で
す
。
こ
う
し
た
豊
か
な

農
産
物
を
生
か
し
て
、
地
域
団
体
の
主
催
で

「
Iイ
ZズU
MミI
コ
メ
フ
ェ
ス
」
や
「
根
白
石

お
も
し
ろ
市
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
地
産
地
消
の
推
進
や
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
か
つ
て
の
根
白
石
村
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
も
大
切
に
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
毎
年
８
月
６
日

か
ら
８
日
に
行
わ
れ
る
「
根
白
石
民
俗
七
夕

ま
つ
り
」。
鉢
植
え
の
笹さ

さ

竹た
け

に
一
つ
一
つ
丁

寧
に
飾
り
を
付
け
、
こ
ど
も
た
ち
の
目
線
に

届
く
よ
う
な
背
丈
に
仕
上
げ
る
の
が
特
徴
で

す
。
こ
う
し
た
祭
り
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
、
大
切
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
根
白
石
に
は
農
業
と
伝
統

文
化
を
通
し
て
、
地
域
の
絆
が
深
く
根
付
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
実
際
に
足
を
運
び
、
豊
か

な
自
然
と
文
化
を
堪
能
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲根白石民俗七夕まつ
りでは、各家庭などで
飾り付けた笹竹を並べ
てコンテストを開催

表紙で取り上げた場所や物事などを深堀りし、
仙台の見どころなどを幅広くお伝えします
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